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１．はじめに 

コンクリート構造物の品質評価を目的として，様々な非破壊試験方法が開発され，その適用性が検討され

ている．しかし，コンクリート構造物の品質として，強度を評価する非破壊試験は規格化されているが，耐

久性を示す指標については未だ開発段階となっている．一方で，水の浸透がコンクリート構造物の耐久性に

影響を及ぼすことが認識されており，2017 年度のコンクリート標準示方書【設計編】の改訂において，中性

化に対し水の浸透に伴う鋼材腐食に対する照査が定められた．これらの背景より，コンクリート構造物の水

密性を非破壊試験で測定し定量的に評価することが求められている．本報告では，水密性の非破壊試験方法

として写真1に示すダブルチャンバー式加圧透水・透気試験機（WAPP）
を用いた透水試験（以下，WAPP 法という）に着目し，高流動コンク

リートにて作製された壁構造模擬供試体でのWAPP法および中性化深

さの測定を実施し，WAPP 法による中性化評価に関する考察を行った

結果について報告する． 
２．試験概要 

今回対象とした壁構造模擬供試体（高さ 1.8m）は，寒中時の養生方

法が高流動コンクリートに及ぼす影響を検討することを目的として作

製された．この壁構造模擬供試体において，WAPP 法と中性化深さの

測定を同一箇所で実施した．壁構造模擬供試体は，作製後

に屋外暴露され，測定時の材齢は 22 年である．その概念図，

使用材料および配合を図 1，表 1 および表 2 にそれぞれ示

す 1)．WAPP 法については「３．WAPP 法の概要」に後述

する．中性化深さの測定方法は，「JIS A 1152 コンクリー

トの中性化深さの測定方法」に準拠した． 
３．WAPP 法の概要 

WAPP 法は，加圧透水を行う内側チャンバーと負圧吸引

によりチャンバーを測定面に設置する外側チャンバーから

なるダブルチャンバーを用いたダブルチャンバー式加圧透

水・透気試験機（WAPP）を用いて，非破壊での透水試験

を可能とした測定方法である．所定の圧力で加圧透水した

時の透水量を測定し，測定された透水量，透水圧力から式

（1）を用いて表層透水係数 P 値を算出する． 𝑃 = ீఘ௪మଶ௧మೠ × 10ିସ・・・・・・・・（1） 

ここで，𝑃：表層透水係数 P 値（×

10-10m/s），𝐺：重力加速度（m/sec2），𝜌：水
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図 1 壁構造模擬供試体概念図 
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の単位体積質量（g/cm3），𝑤：透水量（cm3），𝑡：透

水時間（sec），𝐴：内側チャンバーの断面積（cm2），𝑃௨：透水水圧（kPa） 
本報告では，標準圧力である 55kPa にて 20 分間加

圧透水した時の透水量から表層透水係数 P 値を算出

し，中性化深さとの比較検討を行った． 
４．測定結果 

壁構造模擬供試体の既発表論文 2), 3)において，WAPP
法における表層透水係数（P 値）および中性化深さは

施工条件に加え設置後の環境条件が複合的に影響し，

長期材齢が経過した場合の中性化深さは初期の施工条

件に比べ設置後の環境条件の影響を受ける傾向が見ら

れたことを報告した．そこで，本報告では，測定結果

を環境条件ごとに整理した．環境条件は，降雨による

湿潤と日照による乾燥の繰り返しを考慮し，日照の当

たりやすさから図 2のように数値化を行った．環境条

件 1 では最も北側に位置するため乾燥し難く湿った環

境とし，環境条件 3 では最も南側に位置するため乾燥

しやすい環境条件とした．WAPP 法および中性化深さ

測定の結果を環境条件ごとに整理したものを図 3およ

び図 4に示す．図 3，4より，環境条件のみに対する明

確な傾向は確認されなかった．これは，環境条件に加

え施工条件の影響も複合的に受けていることや環境条

件には日照以外の影響も含まれることが考えられる．

しかし，図 3，4 の分布を比べると，表層透水係数 P
値と中性化深さは環境条件に対し，概ね同様の分布同

様の傾向を示すと考えられた．

５．中性化評価に対する考察 

図 5に表層透水係数 P 値と中性化深さの関係を示

す．図 5より，表層透水係数 P 値が大きくなるほど，

中性化深さが大きくなることが見られた．これは，

壁構造模擬供試体の 3 種類全ての配合で見られた．

したがって，本報告における結果においては，表層

透水係数 P 値が大きくなると，中性化深さも大きく

なることが言える．今後も測定結果の拡充が必要と

なるが，非破壊試験法である WAPP 法から中性化深

さを評価することができる可能性があると思われる． 
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図 4 中性化深さ測定結果 

図 3 WAPP 法測定結果 

図 2 環境条件 

図 5 表層透水係数 P 値と中性化深さの関係 
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